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２月２６日開会の「定例県

議会」は、総額５千４３９億

８千２００万円の令和６年度

当初予算案及び総額６１億３

５５万９千円の令和５年度２

月補正予算案等の議案の審

議・審査を行い、３月２５日

に閉会予定となっています。

さて、昨年の６月、県の大

型事業の見直しを進めていた

山下知事は、そのうち、１５

項目の事業について予算の全

て、または一部の執行を中止

すると発表されました。その

後、国民スポーツ大会に向け

た整備や大和平野中央田園都

市構想に係る用地の活用など、

それぞれ変更後の姿や動きが

見え始めてきました。

その中において、今後の行

方が注目されているのが五條

市に立地予定であった「大規

模広域防災拠点事業」です。

“中核的広域防災拠点”とし

て活用し、五條市の県有地に

ついては、２５㌶の太陽光発

送電施設、１㌶の防災ヘリ

ポート・備蓄倉庫に変更する

計画を発表されました。大規

模広域防災拠点整備の予定地

のほとんどが、太陽光発電の

ために活用されることに違和

感を覚えるとともに、早速、

特別委員会を開催し、五條市

の県有地を活用した防災機能

強化に向けた取り組みや、地

元地権者等の意向も踏まえ丁

寧な説明を行うこと。本県の

防災力を高めるため、引き続

き議会との議論を深めていく

ことなどを取りまとめた「広

域防災拠点に関する提言」を

山下知事に手わたしました。

引き続き、奈良県の防災力の

強化に向けた特別委員会の活

動に精励してまいる所存です。

昨年、全面中止となった事業

ですが、私が委員長を務めて

います「総合防災対策特別委

員会」では、防災力の強化へ

の取り組みは喫緊の課題であ

るとした共通認識を持ちなが

ら、今後、発生が予想されて

いる南海トラフ巨大地震や奈

良盆地東縁断層帯への備えを

始め、気候変動の影響により

激甚化・頻発化している気象

災害など大規模な災害に備え

るため、五條市内の大規模広

域防災拠点整備の必要性や、

他の県内８カ所の広域防災拠

点に対する機能強化などの議

論を深めてきました。また、

現地調査も積極的に行うとと

もに、現場で見聞きした課題

に対する取り組みを県行政に

求めてまいりました。しかし、

１月２４日の知事記者会見で

山下知事は、県立橿原公苑を

奈良県の防災力の強化に向け！

知事に手わたす！

“広域防災拠点に関する提言”



ヤングケアラーをご存じですか？

ヤングケアラーとは？ 本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に

行っているこどものこと。責任や負担の重さにより、学業や友人関係

などに影響が出てしまうことがあります。

障害や病気のある家
族に代わり、買い
物・料理・掃除・洗
濯などの家事をして
いる。

家族に代わり、
幼いきょうだ
いの世話をし
ている。

障害や病気のあ
るきょうだいの
世話や見守りを
している。

目を離せない家
族の見守りや声
かけなどの気づ
かいをしている。

日本語が第一言語
でない家族や障害
のある家族のため
に通訳をしている。

家計を支えるた
めに労働をして、
障害や病気のあ
る家族を助けて
いる。

アルコール・薬
物・ギャンブル
問題を抱える家
族に対応してい
る。

がん・難病・精
神疾患など慢性
的な病気の家族
の看病をしてい
る。

障害や病気の
ある家族の身
の回りの世話
をしている。

障害や病気のあ
る家族の入浴や
トイレの介助を
している。

ヤングケアラーが

直面する問題

こどもたちにこのような影響

が出ることがあります。

● 学業への影響

遅刻・早退・欠席が増える、

勉強の時間が取れない等

● 就職への影響

自分にできると思う仕事の範

囲を狭めて考えてしまう、自

分のやってきたことをアピー

ルできない等

● 友人関係への影響

友人等とコミュニケーション

を取れる時間が少ない等

県では「ヤングケアラー支援室」を設置するとともに、ヤン

グケアラー認知向上・学校対応力向上に向けた取組がおこな

われています。大和郡山市では、「大和郡山市ケアラー支援

条例」が令和5年2月24日に公布、令和5年4月1日に施行され、

ヤングケアラーに対する具体的な支援を実施しています。

ヤングケアラーかも、と思ったあなたへ

学校生活に影響が出たり、こころやからだに不調を感じるほ

どの重い負荷がかかっている場合は、すこし注意が必要です。

辛いときは、学校の先生・スクールカウンセラー・スクール

ソーシャルワーカー・親戚の人など信頼できるまわりの大人

に、頼ることが大事です。

いろいろな相談場所が

あるので、勇気を持って

話してください。

こども家庭庁のこども向けホーム

『相談窓口を探す』

大和川一斉清掃

大和川の清流復活を目

指して、県内大和川流

域市町村の各地域にお

いて､一斉清掃を毎年、

３月第１日曜日に、

大阪府と同日で

実施。

2024年４月６[土] ７[日] 10:00～16:00

奈良市法蓮町の下長慶橋から同市杏町の大和郡山市境までの区間約

5キロの両岸には、ソメイヨシノ約1000本の桜並木が続いています。

佐保川沿いに位置する図書情報館では、美しい景観と、もっと情報

館に親しみを持っていただきたいとの思いから「さくらマルシェ」

が開催されます。(雨天決行)そして今回は４/６(土)に「十津川村

春のぼんおどり大会」を開催。十津川村の平谷（ひらだに）から

「平谷餅搗き(もちつき)踊り保存会」が登場します。

さくらマルシェに登場するお店などの情報は

公式インスタグラムで。

奈良県立図書情報館 さくらマルシェ

nara_prefectural_library

編集スタッフつぶやき





“中核的広域防災拠点”とし

て活用し、五條市の県有地に

ついては、２５㌶の太陽光発

ポート・備蓄倉庫に変更する

計画を発表されました。大規

模広域防災拠点整備の予定地

のほとんどが、太陽光発電の

ために活用されることに違和

感を覚えるとともに、早速、

特別委員会を開催し、五條市

の県有地を活用した防災機能

強化に向けた取り組みや、地

元地権者等の意向も踏まえ丁

本県の

防災力を高めるため、引き続

き議会との議論を深めていく

ことなどを取りまとめた「広

を

しました。

引き続き、奈良県の防災力の

強化に向けた特別委員会の活

動に精励してまいる所存です。


